
北区の防災訓練 佛教大学の体育館であ

り参加しました。楽只学区の皆さんを中心とした訓練でし

たが、ペットの避難を推進されている団体や社会福祉協

議会、京都府警など多くの団体も参加されて展示や啓発活

動をされました。スーツケースの写真はペットの避難グッ

ズです。人間用の物資は届くけど、動物用は届かないの

で、用意しておく必要があるとのこと。そして、普段より

ケージに入って大人しくする訓練などしておく必要がある

と。我が家にももうすぐ

16歳の老犬がいるけ

ど、今から訓練は難しい

ですね〜。当然、人間の

防災グッズも必要です。

しかし、ペットを飼うと

いうのはここまで責任を

持たないといけないとい

うことです。   

玉本なるみ 
こんにちは 

です 
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つぶやき：自衛隊宣伝・・・？北区の防災訓練で、驚いたの

は、自衛隊のブースがあり、災害救助の写真もありました

が、戦車やジェット機、航空母艦など写真の方が大きいパ

ネルで掲示され、子ども用の制服体験もあり、ギョッとし

ました。幸い子どもの参加はほとんどなく、制服体験をし

た子どもは私が参加している間は、なかったと思います。

行政に対して、防災に関係ない展示のあり方について意見

をしておきました。 

 

 
 

上：自衛隊のブース、迷彩服

を着た自衛隊員も参加してま

した。 

右：子ども用自衛隊制服 

上写真：ペット用防

災グッズ 

右写真：簡易トイレ

（段 ボ ー ル 紙 と ビ

ニール袋で作られて

いました） 

左
写
真
、
段
ボ
ー
ル
紙
で
作
ら
れ
た

ベ
ッ
ド 

。
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の
福
祉
避

難
所
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
熊
本
地

震
の
際
に
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
と

の
こ
と
で
し
た
。 

ア
ン
テ
ナ 

 

 

見
返
り
は
民
主
主
義 

 

今
回
の
選
挙
結
果
を
受
け
て
、
多
く
の
方

か
ら
、
激
励
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

高
山
佳
奈
子
教
授

（京
都
大
学
）
は

「共

産
党

の
議
席
が
減
少
し
た
の
は
残
念
で
す

が
、
が

っ
か
り
す
る
必
要
は
な
く
、
立
憲
勢

力
全
体

の
台
頭
を
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
志
位
委
員
長

の

『
見
返
り
は
民
主
主

義
』
と
い
う
言
葉
は
、
多
く
の
人
の
心
を
打

ち
ま
し
た
」 

 

辛
淑
玉

シ
ン 

ス
ゴ

さ
ん

（人
材
育
成

コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）
は

「今
回
の
総
選
挙
で
の
共
産
党
の
た

た
か
い
方
は
見
事
で
あ

っ
た
と
思
う
。
議
席

は
減
ら
し
た
が
、
日
本
社
会
の
崩
壊
を
薄
皮

一
枚
で
つ
な
ぎ
と
め
た
か
ら
だ

・
・
・
共
産

党
っ
て
知
れ
ば
好
き
に
な
る
よ
ね
」 

 

共
産
党
の
予
定
候
補
者
と
し
て
発
表
さ

れ
、
日
々
奮
闘
し
て
き
た
６
７
人
が
立
候
補

を
取
り
消
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
野
党
共
闘

の
た
め
に
全
力
で
奮
闘
す
る
姿
に
胸
が
熱
く

な

っ
た
と
市
田
忠
義
副
委
員
長
や
志
位
委
員

長
も
演
説
で
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
努

力
を
無
駄
に
せ
ず
、
新
し
い
政
治
の
流
れ
を

強
く
大
き
く
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思

い
ま
す
。
共
産
党

の
議
席
が
減
り
、

が

っ
か
り
し
て
い
る
場
合
で
は
な
く
、
暴
走

す
る
安
倍
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
、
引

き
続
き
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

議会報告 敬老乗車証アンケート 
8月25日～9月22日まで郵送アンケート（無作為抽出）、

ウェブアンケートなどが行われ、報告がありました。 

 予想していた通り、制度の現行維持を望む方は70歳以上

の高齢者が多く、若い世代の方は、利用者負担を増した方

が良いという意見が多いというのです。それは若い世代の

方は敬老乗車証が高齢者の暮らしや健康にいかに役立ち、

助かっているかの実感はなく、知らないからだと思いま

す。このアンケートをもって、見直しが必要とはならない

と日本共産党市会議員団は追及しました。 

 


